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２０２５年１１月２７日 

ＡＩモデルを用いた「健活年齢」の特許取得について 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、当社が開発したＡＩ予測モデル

「健活未来予測モデル」を使った「健活年齢」算出の仕組みについて、新規性と進歩性が

認められ、２０２５年１０月２２日に特許を取得いたしましたので、お知らせいたします。 

「健活年齢」とは、総合的な健康状態を年齢で表した当社オリジナルの指標で、当社の

「健活商品」のご加入者へ提供している「ＭＹ健活レポート」に掲載することで、お客さま

ご自身による疾病予防に向けた行動変容を後押ししています。また、本年１月には、生命保険の

引受査定に「健活未来予測モデル」を導入し、正確・迅速な査定を実現しています。 

当社は、今後も健活年齢や健活未来予測モデルを使った各種お客さまサービスを充実させる

とともに、先進的なＤＸテクノロジーに積極的に取り組んでまいります。 

（注１）「健活未来予測モデル」とは、機械学習等のＡＩの特徴を活かし、健診情報や罹患歴等、当社が保有

する匿名医療ビッグデータをもとに構築したモデル｡このモデルには生命保険の引受査定にも活用を

開始。「健活未来予測モデル」は明治安田の登録商標 

（注２）健活年齢のニュースリリース：2024 年 3 月 18 日 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2023/pdf/20240318_01.pdf 

（注３）「ＭＹ健活レポート」とは、健康なときから、もしもの時まで、健康ステージに応じてサポートする

健康増進型商品「ベストスタイル」に「健康サポート・キャッシュバック特約（２０２４）」を付加

した商品、「認知症ケア」、「いまから認知症保険」を提供対象とし、お客さまから提出いただいた

健康診断結果データをもとに、お客さまごとの健康に関する情報、アドバイスを表示するレポート 

（注４）健活未来予測モデルを用いた引受査定のニュースリリース：2025 年 1 月 21 日 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2024/pdf/20250121_02.pdf 
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＜取得した特許の概要＞             

発明の名称 情報処理システムおよび情報処理方法 

概要 

当社が開発したＡＩ予測モデル「健活未来予測モデル」を使用し、

お客さまにご提出いただいた健診結果と既往歴(給付金等のご請求

履歴等）から、お一人おひとりの将来の入院リスク等を精緻に

予測し、「健活年齢」を算出する仕組み 

特許権者 明治安田生命保険相互会社 

特許番号 特許第７７６２６９９号 

登録日 令和７年１０月２２日 

 ※「将来の入院リスク等」とは、当社データにより構築した「健活未来予測モデル」から、入力された条

件と同等の方のリスクです。個々のお客さまの健康状態に対して、医師の医学的診断に基づく疾病

の診断を提供するものではありません 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2023/pdf/20240318_01.pdf
https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2024/pdf/20250121_02.pdf
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【ＭＹ健活レポート等への掲載イメージ】 

 

 

当社が独自開発したオリジナル指標 

「健活年齢」とは、長年にわたり蓄積してきた

ベストスタイルご加入のお客さま（約 130 万人

分）の医療ビックデータを活用して独自に開発

した総合的な健康状態を年齢で表す指標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

健活年齢 

３つの特徴 

約 130万人分の医療ビックデータを分析して開発した当社オリジナルの指標 

長年蓄積してきたベストスタイルご加入のお客さまの 

健診結果などのビックデータを分析して開発しています 

１ 

２ 

過去の給付金などの支払履歴情報を活用 

お客さまに提出いただいた健診結果の数値と給付金などの 

支払履歴情報をあわせて、健活年齢を算出しています 

３ 

独自性のある算出方法として特許取得 

当社オリジナルの算出方法として、特許を取得しています 


